
  

  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月30日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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四半期報告書提出予定日 平成22年８月13日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有     
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  323  △51.3  △145  －  △151  －  △152  －

22年３月期第１四半期  663  42.5  33  －  29  －  11  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △5,319  20  －      

22年３月期第１四半期  398  26  398  11

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  1,901  1,784  93.8  61,513  61

22年３月期  2,065  1,903  92.2  66,669  81

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,784百万円 22年３月期 1,903百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －

通期  2,263  0.2  70  2.7  70  33.1  63  －  2,200  97



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「２.その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外です。なお、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資料］３ページ「１.当四半期の連結業

績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 29,004株 22年３月期 28,544株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 28,729株 22年３月期１Ｑ 28,538株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策等により、景気は緩やかに回復の兆しが見られ

るものの、厳しい雇用・所得環境、円高の進行やデフレ状況など全体的回復には依然として厳しい状況が続いており

ます。 

 このような環境の中、当社グループの事業の中心である携帯電話関連市場は、国内携帯端末の出荷台数の減少傾向

の継続に加え、国内・海外市場において、スマートフォンの市場参入が進む等、市場環境が急激に変化しておりま

す。当社グループは中期的な戦略として、携帯端末の出荷台数に左右されない事業基盤の確立を目指して、携帯端末

以外のデジタル家電機器分野等への事業展開を継続・拡大するとともに、当社グループの有する技術の対価としてデ

バイスからの収益獲得のみならずサービス領域からの収益獲得を目指して、継続的なサービス提供への取り組みを引

き続き強化しております。 

  ミドルウエア事業においては、主力製品である「MascotCapsule®」を国内外の携帯端末及び携帯端末向けチップ

への提供を継続し、携帯電話端末等でUI（ユーザーインターフェース）の３Ｄ演出を容易に実現できるライブラリ

「3DView package」等の拡張機能の提供も継続しております。新製品としましては、韓国ネオエムテル社と共同

で、２Ｄベクターグラフィックスと３Ｄグラフィックスをサポートした組込み機器向けUI開発ソリューション

「HIVE」（ハイヴ）を開発し、販売を開始いたしました。その他、組込み機器向けリアルタイム３Ｄ描画エンジン

「MascotCapsule® eruption」に３Ｄグラフィックスモデルデータから立体視用の画像を自動生成する拡張機能を開

発し、営業活動を開始いたしました。 

  アプリケーション事業においては、中期戦略として取り組んでおります「継続的なサービスによる収益獲得を実

現するビジネスモデルの確立」を進める中で、当社の強みである３Ｄグラフィックスの技術やキャラクターデザイ

ン等を活かし、サービスのプラットフォームに「MascotCapsule®」を活用したアバター関連事業の拡大に注力して

まいりました。また、前期より継続提供しているサービスによるロイヤリティ収入や運用収入等のサービス収益の

基盤作りを積極的に進めてまいりました。 

  以上の施策の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は323百万円（前年同期比51.3％減）となりました。営業

損益につきましては、総費用（売上原価、販売費及び一般管理費）についてのコストダウンの徹底と業務効率の向

上を図りましたが、売上高が減少したことにより、145百万円の営業損失（前年同期は33百万円の営業利益）となり

ました。経常損益につきましては、為替差損6百万円が発生したこと等から、151百万円の経常損失（前年同期は29

百万円の経常利益）となりました。四半期純損益につきましては、法人税等調整額の計上により、152百万円の四半

期純損失（前年同期は11百万円の四半期純利益）となりました。 

  

セグメントごとの業績は次のとおりであります。  

  

① ミドルウエア事業 

  当第１四半期連結会計期間においては、ミドルウエア事業の中心である国内ライセンス収入は、中期戦略として

取り組んでまいりました家電等からのライセンス収入の計上が本格化いたしました。しかしながら、携帯電話端末

の出荷台数の減少による影響を受けた事に加え、前年同期に収益計上した３Ｄエフェクトライブラリの大型売上案

件といった特殊要因がなくなり、前年同期比で減少となりました。海外ライセンス収入については、搭載端末の出

荷台数減少および円高の進行により減少となりました。受託開発案件については、家電関連のUI受託開発の大型案

件が一旦終了し、ライセンス収入へ移行している事から前年同期比で減少となりました。 

  これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は257百万円（前年同期比43.4％減）となりました。営業損益

につきましては、外注管理の見直し、有望な研究開発テーマへの絞込み等の改善を行いましたが、売上高が減少し

たことにより、34百万円のセグメント利益（前年同期比81.9％減）となりました。 

  

② アプリケーション事業  

  当第１四半期連結会計期間においては、サービス領域からの収益獲得の基盤を確立すべく、既存サービスのロイ

ヤリティ収入及び運用収益の拡大に注力し、アバター関連のサービス収益が増加いたしました。また、新規顧客の

獲得と既存顧客との取引拡大を目指した営業活動を行い、サービスプラットフォーム受託やサービス開発受託につ

いても順調に推移いたしました。一方、前年同期の通信キャリア向け大型案件の受託開発売上といった、計上期に

大きく売上高全体を押し上げる特殊要因がなくなり、アプリケーション事業全体では、前年同期比で大幅な減収と

なりました。 

  これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は66百万円（前年同期比68.3％減）と大幅減となりました。

営業損益につきましては、売上高が大幅に減少しているものの、昨年実施した不採算事業からの撤退によるコスト

削減効果の影響で前年同期並みの49百万円のセグメント損失（前年同期は52百万円の営業損失）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて163百万円減少し、1,901百万円となりまし

た。これは売掛金が262百万円減少したことが主な要因であります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて44百万円減少し、117百万円となりました。これは買掛金が18百万

円、社債が10百万円それぞれ減少したことが主な要因であります。 

 純資産については、前連結会計年度末に比べて118百万円減少し、1,784百万円となりました。これは四半期純損

失の計上による利益剰余金の減少152百万円が主な要因であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期の連結業績予想につきましては、連結、個別ともに平成22年５月13日に公表しました業績

予想から変更はありません。 

 なお、当社グループでは、平成23年３月期第２四半期累計期間の業績予想の開示を控えさせていただいておりま

す。当社グループの主要な事業であり、利益に直結するライセンス販売の売上は、顧客より送付される出荷台数報

告書の到着をもって計上されますが、この報告書につきましては、通年ベースでは過去の傾向から期末日までの所

定数の入手が予定できるものの、海外顧客からの四半期毎の到着時期は、顧客都合等により当社グループの予想と

乖離し売上計上の時期がずれ、第２四半期累計期間の業績が大きく変動する可能性があり、信頼性の高い中間期の

業績予想を算出することは極めて困難であると考えております。平成23年３月期第２四半期累計期間の業績見通し

につきましては、第２四半期累計期間の計上が確定する10月下旬を目処として開示させていただく予定です。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  簡便な会計処理 

 ・固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産ついては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

 ・繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度で使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計基準より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。  

 これによる損益へ与える影響はありません。  

 ②連結財務諸表に関する会計基準の適用 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しておりま

す。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 980,723 902,138

売掛金 244,858 507,171

仕掛品 58,285 44,975

その他 49,008 57,766

貸倒引当金 △8,353 △12,819

流動資産合計 1,324,523 1,499,232

固定資産   

有形固定資産 41,036 35,779

無形固定資産   

ソフトウエア 309,860 302,175

その他 2,574 2,627

無形固定資産合計 312,434 304,802

投資その他の資産 223,196 225,221

固定資産合計 576,667 565,803

資産合計 1,901,191 2,065,036

負債の部   

流動負債   

買掛金 50,306 68,792

1年内償還予定の社債 － 10,000

未払法人税等 2,195 7,837

その他 64,157 75,273

流動負債合計 116,660 161,902

固定負債   

その他 389 110

固定負債合計 389 110

負債合計 117,050 162,013

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,111,552 1,095,740

資本剰余金 859,075 843,262

利益剰余金 △165,725 △12,907

株主資本合計 1,804,902 1,926,094

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △18 298

為替換算調整勘定 △20,742 △23,370

評価・換算差額等合計 △20,761 △23,071

純資産合計 1,784,140 1,903,023

負債純資産合計 1,901,191 2,065,036
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 663,612 323,401

売上原価 427,771 278,303

売上総利益 235,840 45,098

販売費及び一般管理費 201,884 190,216

営業利益又は営業損失（△） 33,956 △145,118

営業外収益   

受取利息 154 27

助成金収入 389 203

その他 219 73

営業外収益合計 764 304

営業外費用   

支払利息 123 35

株式交付費 － 124

為替差損 4,932 6,068

その他 10 11

営業外費用合計 5,066 6,240

経常利益又は経常損失（△） 29,654 △151,053

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4,878 4,467

固定資産売却益 154 －

特別利益合計 5,032 4,467

特別損失   

固定資産除却損 249 253

特別損失合計 249 253

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

34,436 △146,839

法人税、住民税及び事業税 3,672 999

法人税等調整額 19,398 4,979

法人税等合計 23,071 5,978

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △152,817

四半期純利益又は四半期純損失（△） 11,365 △152,817
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

34,436 △146,839

減価償却費 40,232 23,502

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,878 △4,467

株式交付費 － 124

受取利息及び受取配当金 △154 △27

支払利息 123 35

為替差損益（△は益） 2,096 4,002

固定資産除却損 249 253

固定資産売却損益（△は益） △154 －

売上債権の増減額（△は増加） 194,332 262,540

たな卸資産の増減額（△は増加） △16,080 △13,310

仕入債務の増減額（△は減少） △45,229 △18,528

未払又は未収消費税等の増減額 19,577 △23,962

その他 △22,793 11,535

小計 201,758 94,858

利息及び配当金の受取額 154 27

利息の支払額 △209 △33

法人税等の支払額 △3,370 △5,861

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,334 88,990

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △2,741 △2,203

有形固定資産の売却による収入 182 －

無形固定資産の取得による支出 △5,399 △28,037

投資有価証券の取得による支出 △57,352 －

その他 734 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,576 △33,243

財務活動によるキャッシュ・フロー   

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

株式の発行による収入 － 31,500

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,000 21,500

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,433 △1,662

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 123,190 75,585

現金及び現金同等物の期首残高 933,784 727,036

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,056,975 802,622
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 該当事項はありません。   

  

[事業の種類別セグメント情報] 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、提供するサービス及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

[所在地別セグメント情報]  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。  

  

[海外売上高]  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本国以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)欧州・・・スウェーデン他 

(2)北米・・・アメリカ合衆国 

(3)アジア・・・韓国他 

      ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ミドルウエア 

事業 
（千円） 

アプリケー 
ション事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高  454,766  208,845  663,612 －  663,612

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 14,708  4,576  19,284 (19,284) －

計  469,474  213,421  682,896 (19,284)  663,612

営業利益（又は営業損失

（△）） 
 189,342  △52,760  136,582 (102,625)  33,956

事業区分 主要製品 

ミドルウエア事業 
ミドルウエアのライセンス供給、モバイル機器等向けのシステム構築、

開発 

アプリケーション事業 モバイルコンテンツの企画及び開発 

  欧州 北米 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  40,710  96,274  15,197  152,181

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  663,612

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  6.1  14.5  2.3  22.9
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[セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

 当社は各事業を統括する組織体制として事業部を設置し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は事業部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「ミドルウエア事

業」、「アプリケーション事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「ミドルウエア事業」は、ミドルウエアのライセンス供給、モバイル機器等向けのシステム構築、開発

を行っております。 

 「アプリケーション事業」は、モバイルコンテンツの企画及び開発を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

   （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  
ミドルウェア 

事業 
（千円） 

アプリケー 
ション事業 
（千円） 

合計 
（千円） 

売上高       

外部顧客への売上高  257,222  66,179  323,401

セグメント間の内部売上高又は振替高  4,266  215  4,481

計  261,488  66,395  327,883

セグメント利益（又はセグメント損失

（△）） 
 34,306  △49,781  △15,474

利益 
金額 

（千円） 

報告セグメント計  △15,474

全社費用（注）  △129,643

四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △145,118

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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